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自主防災組織の結成を

い
ざ
と
い
う
と
き
必
要
に
な
る

の
が
自
主
防
災
活
動

日
本
は
「
地
震
大
国
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
、
平
成
１９
年
７
月
１６

日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地

震
な
ど
、
各
地
域
や
そ
の
周
辺
海

域
で
も
大
き
な
地
震
が
次
々
と
発

生
し
て
い
ま
す
。

松
前
町
で
も
、
東
海
か
ら
四
国

に
か
け
て
の
海
域
を
震
源
と
す
る

「
東
南
海
・
南
海
地
震
」
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
地

震
な
ど
の
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
は
、
各
家
庭
で
の
防
災
の
備

え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

個
人
や
家
族
の
力
だ
け
で
は
限
界

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
が
、
住
民
が
協
力
し
合
っ

て
大
き
な
災
害
に
立
ち
向
か
う
、

地
域
の
自
主
防
災
活
動
（
共
助
）

で
す
。

町
内
の
各
地
域
で
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す

平
成
１９
年
１０
月
１
日
現
在
、
町

内
で
１２
地
域
の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、

組
織
率
は
５１
・
７
％
で
す
。
自
主
防
災
組
織

の
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
早
期
結
成
に
向

け
て
話
し
合
い
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
結
成

さ
れ
た
自
主
防
災
組
織
に
対
し
て
は
、
３５
万

円
を
限
度
と
し
て
防
災
資
機
材
を
無
償
貸
与

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課
危
機
管
理
係
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〔町内の自主防災組織結成状況〕

平成１９年度における自主防災組織の訓練状況

１２月２１日は、昭和２１年に「昭和南海地震」が発生した日です。この日を「えひめ防災の日」と定め、県、市町、
消防、自主防災組織など総ぐるみで、防災意識啓発や防災訓練などに取り組むことにしています。
今後発生が心配されている南海地震などの大規模災害が起きたとき、防災関係機関は、救援・救助活動に全力を

つくしますが、まずは、皆さん自身が自分の身を守ることが不可欠です。しかし、ひとりや家族の力だけではどう
にもならない状況もありますので、となり近所や自主防災組織で助け合うことが大切になってきます。
日ごろから次のことを行いましょう
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結 成 年 月 日
平成１７年４月１６日
平成１７年８月３日
平成１７年１２月１日
平成１８年２月１日
平成１８年３月１日
平成１８年８月１日
平成１８年８月２８日
平成１８年１１月１９日
平成１９年４月１日
平成１９年４月１日
平成１９年７月１５日
平成１９年１０月１日

自主防災組織名称
西 古 泉 自 主 防 災 会
神 崎 自 主 防 災 会
上 高 柳 自 主 防 災 会
徳 丸 自 主 防 災 会
横 田 自 主 防 災 会
鶴 吉 自 主 防 災 会
筒井地区自主防災隊
昌 農 内 自 主 防 災 会
北 川 原 自 主 防 災 会
南 黒 田 自 主 防 災 会
東古泉地区自主防災会
恵 久 美 自 主 防 災 会

№
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２

�
天
ぷ
ら
油
火
災
の
対
処

訓
練

�
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出

訓
練

�
排
水
ポ
ン
プ
取
扱
訓
練

�
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
消
火
訓
練
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